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す
る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

の

変
化
を

も
た

ら
し

た

の

は

「

モ

デ

ル

ニ

ズ

モ
」

と

「

ス

ト
リ

チ

ズ

モ
」

の

成
熟
で

あ
る

。

「

モ

デ

ル

ニ

ズ
モ
」 、

「

ス

ト
リ

チ

ズ
モ
」

と

片
仮
名
に

す
る

理
由
は、

対
象
を

イ
タ

リ
ア

の

み

に
限

定
し

た

い

た

め

で

あ
る

。

モ

デ
ル

ニ

ズ
モ

と

は
イ
タ

リ
ア

に

お
け
る
一

九

世
紀
後
半
か
ら
二

〇

世
紀
前
半
に

か
け
て

の

カ

ト
リ

ッ

ク

の

改
革
運
動
を

指
す

。

一

方、

ス

ト
リ
チ
ズ
モ

と
は

ヴ
ィ

ー

コ

を
そ
の

端
緒
に
据
え
る

こ

と
で

自
ら
の

「

正
統
性
」

、

「

正
当
性
」

を
主

張
す
る

イ
タ

リ
ア

独
特
の

思

想
傾
向
の

こ

と
で

あ
り、

所
謂
「

歴
史
還
元
主
義
的
研
究
」

を
指
す

。

イ

タ

リ
ア

の

ス

ト
リ
チ

ズ

モ

の

代
表
は

ク

ロ

ー

チ
ェ

で

あ
り、

彼
が
ヴ
イ

ー

コ

を

「

ス

ト
リ
チ
ス

タ
（
歴
史
主

義
者）
」

に

し
た．、

　

興
味
深
い

事
例
が
存
在
す
る

。

キ
リ
ス

ト
教
史
の

ブ

オ

ナ
イ
ウ
テ

ィ
、

ト
ゥ

ル

キ
、

フ

ラ

カ

ッ

シ

ー

二
、

エ

ジ

プ
ト

学
の

フ

ァ

リ
ー

ナ、

古
典
宗

教
の

ペ

ス

タ

ロ

ッ

ツ

ァ
、

そ
し
て

宗
教

史
学
の

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

は

一

九
一

六

年
に

『

宗
教
学

雑
誌
（

謁
旨
蹄

ミ

魯
丶

貯

騎
蔑

§
智
職

匙
紺

葡

ミ
撃

賢
o

ミ）
」

と

い

う
雑
誌
の

刊
行
を

始
め
る

。

だ
が、

歴

史
的
11

批
評
的
立

場
に

立
っ

た

同
誌
は

教
皇
庁
検
邪
聖
省
の

検

閲
対
象
と

な
り、

同
年
六
月

に

禁
書
処
分
を

受
け、

二

巻
で

廃
刊
と

な
る

。

ブ

オ

ナ
イ

ウ

テ
ィ

は

聖
職

停
止
を

解
除
す
る
た

め、

モ

デ
ル

ニ

ズ
モ

を

捨
て

る

こ

と
を

決
め
、

教
皇

庁
へ

の

態
度
を

硬
化
さ
せ

る

こ

と
は

な
か
っ

た
。

ト

ゥ

ル

キ

は
、

カ

ト
リ

ッ

ク

当
局
の

同
意
を

得
た

新
し
い

雑
誌
を
始
め
た

が
、

ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

は
、

科
学
は

す
べ

て

の

宗
教
に

開
か

れ
て

い

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

と

し

て

こ

れ

に

加
わ

ら
な
か
っ

た
。

　
モ

デ

ル

ニ

ズ
モ

と

ス

ト
リ
チ
ズ
モ

を

用
意
し
た

の

は

白
由
主

義
と
い

う

流
れ

で

あ
っ

た

が、

誤
解
を

恐
れ
ず
に

図
式

化
す
る

な
ら
、

モ

デ
ル

ニ

ズ

モ

は

歴

史
よ

り
も
宗
教
を
優
先
し
た

。

つ

ま
り
ヴ
ァ

チ

カ

ン

と
の

関
係
を

重
視
し
た

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

ブ

オ

ナ
イ

ウ

テ

ィ

や
ト

ゥ

ル

キ

の

態
度

が
そ
れ
を

示
し

て

い

る
。

一

方、

ス

ト

リ

チ

ズ

モ

は

宗
教
よ

り
も
歴

史
を

優
先
し
た

。

ク

ロ

ー

チ
ェ

の

よ

う
に

宗
教
の

重

要
性
を
認
め

な
い

立

場
が

ア

カ

デ
ミ

ズ

ム

を

支
配
し
た

の

で

あ
る

。

こ

れ

は

当
時
の

イ

タ

リ
ア

に

蔓

延
し
て

い

た

宗
教
的
無
関
心
と

も
深
く
関
係
す
る

。

発
表
者
は

、

両

者
の

均
衡
と

調
停
を
目

指
し

た

も
の

こ

そ
が

イ

タ

リ

ア

の

宗
教
史
学
だ
と

捉
え

て

い

る
。

つ

ま

り、

宗
教
の

重
要
性
を

主

張
し

つ

つ
、

ヴ
ァ

チ
カ

ン

に

寄

り
か
か
ら

な
い

態
度
の

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

代
表
で

あ
る
ペ

ッ

タ

ッ

ツ

ォ

ー

二

は

『

宗
教
学
雑
誌
』

の
一

件
に

よ

り、

リ
ベ

ラ

ル

な

キ

リ
ス

ト
教
研

究
者
か
ら

も
一

歩
距
離
を
置
く
よ

う
に

な
り、

孤
立

す
る
。

彼
に

救
い

の

手
を
さ
し

の

べ

る

の

は

フ

ァ

シ

ズ
ム

で

あ
る

。

折
口

信
夫
と

大
川
周
明

　
　

　

民
俗

学
と
宗

教
学
の

起
源
を
め
ぐ
っ

て安

藤
　
礼

　
二

　

折
冂

信
失
（

一

八
八

七
−
一

九
五
三
）

と

大
川
周
明
（
一

八
八
六

−
一

九
五

七
）

は
、

こ

の

列
島
で

か
た
ち
と

な
っ

た

民
俗
学
と

宗
教
学
と
い

う

二

つ

の

学
の

起
源
に

位
置
す
る
人
物
で

あ
る

。

二

人
が
そ
れ
ら
の

学
を
選

び

取
る

に

至
っ

た

背
景
に
は
、

お
そ
ら
く
は

同
一

の

思
想
的
な
潮
流
が
存

在
し
て

い

た

と

思
わ

れ

る
。

つ

ま
り、

折
口

信
夫
と

大
川
周
明、

あ
る

い

は

民
俗
学
と

宗
教
学
は
、

起
源
を
共
有
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

そ
の

事
実

を
最
も
あ
か

ら

さ

ま
に

示
す
の

は、

折
口

に

と
っ

て

は、

若
き
折
口

に

諸

宗
教
の

総

合
と

統
一

を

示
唆

し
夭

折
し

た

藤
無

染
と

い

う
一

人
の

僧
侶
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と
、

無

染
が
属
し
て

い

た

「

新
仏
教
」

の

確
立
を
目
指
し

た
宗
教
改

革
運

動
で

あ
る

。

大
川
に

と
っ

て

は、

や

は

り
若
き
大
川
に

諸
宗
教
の

総

合
と

統
一

を

示
唆
し
た

「

道

会
」

と
い

う
組

織
と
、

さ
ら
に

は

大
川
自

身
が
後

に

そ
こ

で

学
ぶ

こ

と
に

な
る

東

京
帝
国

大
学

文
科

大
学

（

後
の

文
学

部
）

の

哲
学

科
の

な
か
に

設
立
さ

れ

た
宗
教

学
講
座
で

あ
る

。

　
「

新
仏
教
」

と

「

道
会
」

、

藤

無
染
と

宗
教

学
講
座
に

は、

何
人
も
の

重

要
な
人

物
が

重
な

り
合
っ

て

い

る
。

三

〇

歳
で

病
没
し
た

無
染
は

、

一

冊

の

著
書

「

英
和

対
訳
　
二

聖

の

福
立

且

（
一

九
〇
五
年、

以
下
『

二

聖
の

福

立

日

』

∀

と
一

つ

の

論
考
「

外
国
学
者
の

観
た

る

仏
教
と

基
督
教
」

（
一

九
〇

六

年
、

以
下
「

仏

教
と

基

督
教
」

∀

を

残
し
て

い

た
。

い

ず
れ

も、

仏
教

と
キ

リ

ス

ト

教
と
い

う
二

つ

の

宗
教

、

仏
陀
と
キ
リ

ス

ト

と
い

う
二

人
の

始

祖
の

生

涯
と

言
行
が
一

致
す
る

と
主

張
し
た
も
の

で

あ
る

。

無
染
は

、

『

二

聖
の

福
音
』

の

扉
に

「

文
学
博
士

　
前
田
慧
雲
」

お
よ
び
「

バ

チ
ュ

ラ

i
・

オ
ブ
・

ア

ー

ツ

　
ジ
・

エ

ヌ
・

ポ
ツ

ダ
ー

ル
」

閲
と

、

跋
に

「

本
書

稿
を
起
こ

し

て

よ

り
之
を

公
に

す
る

に

至
る

ま
で

、

一

に

新
公

論
主

筆
櫻

井

楓
堂

先
生
の

示
教
に

負
へ

り
」

と

記
し

て

い

る
。

『 ．
一
聖
の

福

音』

の

直

接
の

源
泉
と
な
っ

た
の

は
、

鈴
木
大
拙

貞
太

郎
が

邦
訳
し

た
ポ
ー

ル
・

ケ

ー

ラ

ス

の

著
書
『

仏
陀
の

福
音
』

で

あ
る

。

さ
ら
に

無
染
は
、

「

仏
教
と
基

督
教
」

の

冒
頭
を
マ

ッ

ク

ス
・

ミ
ュ

ラ

ー

の

講
演
か

ら
は

じ

め
て

い

る
。

　

櫻
井
義
肇
（
楓
堂
）

は
、

当

時
中
央
公

論
社
か
ら

分
か

れ
、

新
公

論
社

を

興
し

た

人
物
で

あ
り

、

高
楠
順
次
郎
の

盟

友
で

あ
る
。

大
川

周
明
が
自

己
の

思

想
を

鍛
え
上

げ
て

い

っ

た

東
京

帝
国
大
学
の

宗
教
学
講
座
お

よ
び

印
度
哲
学
講
座
で

は
、

印
欧
比

較
神
話

学
の

祖
マ

ッ

ク

ス

・

ミ
ュ

ラ

ー

が

残
し

た
一

連
の

仕
事
と
、

ミ

ュ

ラ

ー

に

直
接
師
事
し

た

高
楠
順

次
郎
に

よ

る

実
際
の

講
義
が

主

導
的
な
役
割
を
果
た
し

て

い

た
。

大
川
が

晩
年
に

発

表
し
た

回

想
録
『

安
楽
の

門
』

（
一

九

充
一

年）

で

は
、

ミ
ュ

ラ

ー

の

こ

と
を

「

其
頃
私
が

読
ん

だ
西
欧
学

者
の

書
物
の

う
ち
で

、

宗
教
的
に

最
も

ワ
へ

ら
れ
る

と
こ

ろ

の

多
か
つ

た
」

一

人
と

記
し
〔
も

う
、

人

は

シ
ュ

ラ

イ
エ

ル

マ

ッ

ハ

i
）
、

前
田
慧
雲
老

師
の

「

人
品
風

格
」

を
偲
び

、

な
に

よ

り
も

「

印
度
哲
学
の

門
を
初
め
て

私
の

た
め

に

開
い

て

く
れ

た
」

高
楠

順

次
郎
へ

の

深
い

感
謝
の

念
が
述
べ

ら

れ

て

い

た
。

大
川
は
、

道
会
の

機

関
誌
『

道
』

に
、

無
染
の

「

仏
教
と
基

督
教
」

に

記
さ

れ

た

キ

リ
ス

ト
の

イ
ン

ド
行
と

内
容
が
共
通

す
る

「

印
度
に

於
け
る

耶
蘇
の

墳
墓
」

（
一

九

一

二

年
）

を

発
表
し
、

連
載
「

宗

教
講

話
」

の

仏
教
概
論
の
一

章
を

「

仏

陀
の

福
音
」

と

題
し

た

倉

九
一

四

年
∀

．

　

儒
教
と
キ

リ

ス

ト

教
を
一

つ

に

融
合
し

た

日
本
教
会
を

創
立

し、

道
会

と

改
称
し

た

松
村
介
石
の

協
力
者
で

あ

り
、

神
智
学
的

な
知
見
を
授
け
た

の

が

平
井
金
三

で

あ
る

。

平
井
は

櫻
井

義
肇
と

も
深
い

関
係
を

築
い

て

い

た
。

櫻
井
が

創
立
メ

ン

バ

ー

で

あ
っ

た

「

ロ

ー

マ

字
ひ

ろ

め

会
」

の

会
報

誌
の

創
刊
号
（
一

九
〇

五

年）

で
、

．
平

井
が

「 、
一
年
前
に

イ

ン

ド
か

ら
は

じ
め
て

東
京
に

来
て

、

現
在
は
帝

国
大

学
で

学
ん

で

い

る
」

と

紹
介
し
た

ロ

ー

マ

字
文
通
の

相
手
こ

そ、

『

二

聖
の

福

音
』

の

校
閲
者
G
・

N
・

ポ

ツ

ダ
ー

ル

で

あ
る

。

若
き
大
川
周

明
は

、

マ

ッ

ク

ス

こ
ミ

ュ

ラ

ー

の

説
を

も
と
に

、

ネ
オ
・

プ
ラ

ト
ニ

ズ
ム

を
中

核
と
し

た
イ

ス

ラ

ー

ム

神
秘
主
義

思

想
ス

ー

フ

ィ

ズ
ム

に

諸

宗
教
の

総

合
と

統
一

を

見
出
す
（
「

神
秘

的
マ

ホ

メ

ッ

ト

教
」 、

一

九
一

〇

年
）

。

そ
の

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン

を

最
も
壮
麗
に

描
き

出
し
た
小

説
の
一

節
を
大
川
は
自
ら
の

手
で

翻
訳
す
る

（

一

九
一

四

年）
。

ロ

シ

ア

の

小
説
家
メ

レ

シ
コ

ー

フ

ス

キ
イ
が

刊
行
し

た
一

L

背
教
者
ユ

リ
ア

ヌ

ス

　
神
々

の

死
』

で

あ
る

。

折
口

信

夫
が
生

涯
で

何

度
も．
言

及
し

た

の

も
、

そ
の

書
物
で

あ
っ

た
。
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